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(57)【要約】
【課題】複数の加入者情報の間で位置登録情報に不一致
が発生した場合に、着信不能の状態から速やかに復旧す
る。
【解決手段】呼制御システム１において、複数のサービ
スプロファイルＡ，Ｂを利用可能な端末が着信端末ＭＲ
である場合に、在圏情報要求に応じて、サービスプロフ
ァイルＡ，Ｂの間で位置登録情報を照合する位置登録情
報照合部２２と、位置登録情報の不一致が生じた場合に
、リストアフラグと共に、基幹プロファイルであるサー
ビスプロファイルＡに含まれる位置登録情報を発ＣＳＣ
Ｆ１０に送信するアドレス送信部２３と、この位置登録
情報に基づいて発ＣＳＣＦ１０から着ＭＳＣ５０に送信
された呼接続要求がリストアフラグに係るものか判定す
るリストア判定部５１と、呼接続要求がリストアフラグ
に係る場合に、着信端末ＭＲのサービスプロファイルＡ
，Ｂの位置登録処理を行うリストア指示部５２と、を備
える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信端末の加入者識別子と、位置登録処理により更新される前記通信端末と現在通信可
能な着側呼制御装置及び通信制御装置の装置識別情報を含む位置登録情報とを関連付けて
、前記通信端末に提供可能なサービスが定義された加入者情報に含んで保持する加入者情
報管理装置と、
　発信端末と着信端末との呼接続要求を前記発信端末から受信するのに応じて、前記着信
端末の加入者情報が指定された在圏情報要求を前記加入者情報管理装置へ送信し、前記在
圏情報要求に応じて前記加入者情報管理装置から返信される、前記在圏情報要求で指定さ
れた加入者情報に含まれる位置登録情報に基づいて、着側呼制御装置を選択して前記呼接
続要求を送信する発側呼制御装置と、
　前記発側呼制御装置から受信した呼接続要求を通信制御装置に転送して、前記通信制御
装置を介して前記着信端末を呼び出して、前記発信端末と前記着信端末との呼を確立する
着側呼制御装置と、
を備える移動通信システムに用いられる呼制御システムであって、
　基幹加入者情報を含む複数の加入者情報を利用可能な通信端末が着信端末である場合に
、前記着信端末の複数の加入者情報の１つが指定された前記在圏情報要求に応じて、前記
着信端末の複数の加入者情報ごとの前記位置登録情報が一致しているか照合する照合手段
と、
　前記照合手段により前記位置登録情報の不一致が生じていると判定された場合に、リス
トア処理が必要なことを示すリストアフラグと共に、前記在圏情報要求で指定された加入
者情報に含まれる位置登録情報の代わりに、前記基幹加入者情報に含まれる位置登録情報
を前記発側呼制御装置に送信する送信手段と、
　前記送信手段からの前記位置登録情報に基づいて前記発側呼制御装置から前記着側呼制
御装置を介して前記通信制御装置に送信された呼接続要求が、前記リストアフラグに係る
ものか判定する判定手段と、
　前記判定手段により前記呼接続要求がリストアフラグに係るものと判定された場合に、
前記着信端末が利用可能な複数の加入者情報のそれぞれについて位置登録処理を行う位置
登録指令手段と、
を備えることを特徴とする呼制御システム。
【請求項２】
　前記送信手段からの前記位置登録情報に基づいて前記発側呼制御装置から前記着側呼制
御装置に送信された呼接続要求が、前記リストアフラグを含むか否かを検出するリストア
フラグ検出手段と、
　前記リストアフラグ検出手段によりリストアフラグが検出された場合に、前記基幹加入
者情報の加入者識別子をリストア指令として呼接続要求に付加して前記着側制御装置に返
信する付加手段と、を有し、
　前記判定手段が、前記付加手段から前記着側呼制御装置を介して受信した呼制御要求に
前記リストア指令が含まれるか否かを検出し、
　前記位置登録指令手段が、前記判定手段によりリストア指令が検出された場合に位置登
録処理を行うことを特徴とする、請求項１に記載の呼制御システム。
【請求項３】
　前記基幹加入者情報は、位置登録処理において複数の加入者情報の中で最初に位置登録
が行われる加入者情報であり、
　前記位置登録指令手段は、前記基幹加入者情報の位置登録処理を最初に行うことを特徴
とする、請求項１又は２に記載の呼制御システム。
【請求項４】
　通信端末の加入者識別子と、位置登録処理により更新される前記通信端末と現在通信可
能な着側呼制御装置及び通信制御装置の装置識別情報を含む位置登録情報とを関連付けて
、前記通信端末に提供可能なサービスが定義された加入者情報に含んで保持する加入者情
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報管理装置と、
　発信端末と着信端末との呼接続要求を前記発信端末から受信するのに応じて、前記着信
端末の加入者情報が指定された在圏情報要求を前記加入者情報管理装置へ送信し、前記在
圏情報要求に応じて前記加入者情報管理装置から返信される、前記在圏情報要求で指定さ
れた加入者情報に含まれる位置登録情報に基づいて、着側呼制御装置を選択して前記呼接
続要求を送信する発側呼制御装置と、
　前記発側呼制御装置から受信した呼接続要求を通信制御装置に転送して、前記通信制御
装置を介して前記着信端末を呼び出して、前記発信端末と前記着信端末との呼を確立する
着側呼制御装置と、
を備える移動通信システムに用いられる呼制御システムにおいて実行される呼制御方法で
あって、
　基幹加入者情報を含む複数の加入者情報を利用可能な通信端末が着信端末である場合に
、前記着信端末の複数の加入者情報の１つが指定された前記在圏情報要求に応じて、前記
着信端末の複数の加入者情報ごとの前記位置登録情報が一致しているか照合する照合ステ
ップと、
　前記照合ステップにおいて前記位置登録情報の不一致が生じていると判定された場合に
、リストア処理が必要なことを示すリストアフラグと共に、前記在圏情報要求で指定され
た加入者情報に含まれる位置登録情報の代わりに、前記基幹加入者情報に含まれる位置登
録情報を前記発側呼制御装置に送信する送信ステップと、
　前記送信ステップにおいて送信された前記位置登録情報に基づいて前記発側呼制御装置
から前記着側呼制御装置を介して前記通信制御装置に送信された呼接続要求が、前記リス
トアフラグに係るものか判定する判定ステップと、
　前記判定ステップにおいて前記呼接続要求がリストアフラグに係るものと判定された場
合に、前記着信端末が利用可能な複数の加入者情報のそれぞれについて位置登録処理を行
う位置登録指令ステップと、
を含むことを特徴とする呼制御方法。
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、呼制御システム及び呼制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、移動体通信網のコアネットワーク技術としてＩＭＳ（ＩＰ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉ
ａ　Ｓｕｂｓｙｓｔｅｍ）ネットワークが整備されようとしている。ＩＭＳネットワーク
は、ＳＩＰ（Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｅｄ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）という通信プロ
トコルを用い、データ通信だけでなく音声や動画のリアルタイム通信を実現するマルチメ
ディアサービスを提供できるネットワークである。ＩＭＳネットワークは、ＨＳＳ（Ｈｏ
ｍｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ）と呼ばれる加入者情報管理装置、ＣＳＣＦ
（Ｃａｌｌ／Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）と呼ばれる呼制御装
置、ＡＳ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｅｒ）と呼ばれるサービス制御装置、ＭＳ
Ｃ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｃｅｎｔｅｒ）と呼ばれる通信制御装置などに
より構成される。
【０００３】
　ＩＭＳネットワークにおいては、ＨＳＳが、加入者へ提供可能なサービスに関する情報
が登録されたサービスプロファイル（加入者情報）のマスタを保持し、端末の在圏に応じ
て加入者のサービスプロファイルを加入者端末と現在通信可能なＡＳ、ＣＳＣＦ、ＭＳＣ
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にダウンロードして、加入者に提供可能なサービスが判定される。
【０００４】
　一方、近年、携帯電話利用のニーズが多様化してきており、例えば特許文献１には、こ
のようなニーズに応えるべく複数の電話番号を運用することができる携帯電話が記載され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－１５２７９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１のような複数の電話番号を利用可能な携帯電話をＩＭＳネットワークに用い
る場合、サービスの高度化に伴って例えば個々の電話番号ごとに異なるサービスの提供を
可能とすべく、電話番号ごとに個別のサービスプロファイルを用意するなど一加入者が複
数のサービスプロファイルを保持できることが望ましい。
【０００７】
　しかしながら、一加入者が複数のサービスプロファイルを保持する状況では、サービス
プロファイルごとに加入者（携帯電話）と通信可能なＡＳ、ＣＳＣＦ、ＭＳＣを定義する
装置識別情報（アドレス）からなる位置登録情報を作成／更新する位置登録処理を行う必
要がある。この位置登録処理は、複数のサービスプロファイルについて同時に行うことが
できないので、何らかの原因でサービスプロファイルのいずれかの位置登録が失敗する可
能性がある。この場合、位置登録に失敗したサービスプロファイルの位置登録情報が実際
のものと異なるため、このサービスプロファイルを指定した着信が不可能となる。また、
複数のサービスプロファイル（加入者情報）のうちのいずれが正しい位置登録が行われて
いるかをＨＳＳが判断できないため復旧も困難である。
【０００８】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、複数の加入者情報を利用可
能な通信端末において、加入者情報ごとの位置登録情報に不一致が発生した場合に、着信
不能の状態から速やかに復旧できる呼制御システム及び呼制御方法を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するため、本発明に係る呼制御システムは、通信端末の加入者識別子と
、位置登録処理により更新される通信端末と現在通信可能な着側呼制御装置及び通信制御
装置の装置識別情報を含む位置登録情報とを関連付けて、通信端末に提供可能なサービス
が定義された加入者情報に含んで保持する加入者情報管理装置と、発信端末と着信端末と
の呼接続要求を発信端末から受信するのに応じて、着信端末の加入者情報が指定された在
圏情報要求を加入者情報管理装置へ送信し、在圏情報要求に応じて加入者情報管理装置か
ら返信される、在圏情報要求で指定された加入者情報に含まれる位置登録情報に基づいて
、着側呼制御装置を選択して前記呼接続要求を送信する発側呼制御装置と、発側呼制御装
置から受信した呼接続要求を通信制御装置に転送して、通信制御装置を介して着信端末を
呼び出して、発信端末と着信端末との呼を確立する着側呼制御装置と、を備える移動通信
システムに用いられる呼制御システムであって、基幹加入者情報を含む複数の加入者情報
を利用可能な通信端末が着信端末である場合に、着信端末の複数の加入者情報の１つが指
定された在圏情報要求に応じて、着信端末の複数の加入者情報ごとの位置登録情報が一致
しているか照合する照合手段と、照合手段により位置登録情報の不一致が生じていると判
定された場合に、リストア処理が必要なことを示すリストアフラグと共に、在圏情報要求
で指定された加入者情報に含まれる位置登録情報の代わりに、基幹加入者情報に含まれる
位置登録情報を発側呼制御装置に送信する送信手段と、送信手段からの位置登録情報に基
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づいて発側呼制御装置から着側呼制御装置を介して通信制御装置に送信された呼接続要求
が、リストアフラグに係るものか判定する判定手段と、判定手段により呼接続要求がリス
トアフラグに係るものと判定された場合に、着信端末が利用可能な複数の加入者情報のそ
れぞれについて位置登録処理を行う位置登録指令手段と、を備えることを特徴とする。
【００１０】
　同様に、上記課題を解決するため、本発明に係る呼制御方法は、通信端末の加入者識別
子と、位置登録処理により更新される通信端末と現在通信可能な着側呼制御装置及び通信
制御装置の装置識別情報を含む位置登録情報とを関連付けて、通信端末に提供可能なサー
ビスが定義された加入者情報に含んで保持する加入者情報管理装置と、発信端末と着信端
末との呼接続要求を発信端末から受信するのに応じて、着信端末の加入者情報が指定され
た在圏情報要求を加入者情報管理装置へ送信し、在圏情報要求に応じて加入者情報管理装
置から返信される、在圏情報要求で指定された加入者情報に含まれる位置登録情報に基づ
いて、着側呼制御装置を選択して呼接続要求を送信する発側呼制御装置と、発側呼制御装
置から受信した呼接続要求を通信制御装置に転送して、通信制御装置を介して着信端末を
呼び出して、発信端末と前記着信端末との呼を確立する着側呼制御装置と、を備える移動
通信システムに用いられる呼制御システムにおいて実行される呼制御方法であって、基幹
加入者情報を含む複数の加入者情報を利用可能な通信端末が着信端末である場合に、着信
端末の複数の加入者情報の１つが指定された在圏情報要求に応じて、着信端末の複数の加
入者情報ごとの位置登録情報が一致しているか照合する照合ステップと、照合ステップに
おいて位置登録情報の不一致が生じていると判定された場合に、リストア処理が必要なこ
とを示すリストアフラグと共に、在圏情報要求で指定された加入者情報に含まれる位置登
録情報の代わりに、基幹加入者情報に含まれる位置登録情報を発側呼制御装置に送信する
送信ステップと、送信ステップにおいて送信された位置登録情報に基づいて発側呼制御装
置から着側呼制御装置を介して通信制御装置に送信された呼接続要求が、リストアフラグ
に係るものか判定する判定ステップと、判定ステップにおいて呼接続要求がリストアフラ
グに係るものと判定された場合に、着信端末が利用可能な複数の加入者情報のそれぞれに
ついて位置登録処理を行う位置登録指令ステップと、を含むことを特徴とする。
【００１１】
　このような呼制御システム及び呼制御方法によれば、複数の加入者情報を利用可能な着
信端末において、複数の加入者情報の間で位置登録情報の不一致が生じた場合に、呼接続
要求で指定された加入者情報に含まれる位置登録情報の代わりに、基幹加入者情報に含ま
れる位置登録情報が発側呼制御装置に提供される。そして、この基幹加入者情報の位置登
録情報に基づいて発側呼制御装置から着側呼制御装置を介して通信制御装置に送信された
呼制御要求がリストアフラグに係るものである場合に、着信端末が利用可能な複数の加入
者情報のそれぞれについて位置登録処理が行われる。これにより、着信端末が利用可能な
複数の加入者情報の位置登録情報が、基幹加入者情報のものに統一されて不一致状態が解
消されるため、着信不能の状態から速やかに復旧することが可能となる。
【００１２】
　また、本発明の呼制御システムにおいては、送信手段からの位置登録情報に基づいて発
側呼制御装置から着側呼制御装置に送信された呼接続要求が、リストアフラグを含むか否
かを検出するリストアフラグ検出手段と、リストアフラグ検出手段によりリストアフラグ
が検出された場合に、基幹加入者情報の加入者識別子をリストア指令として呼接続要求に
付加して着側制御装置に返信する付加手段と、を有し、判定手段が、付加手段から着側呼
制御装置を介して受信した呼制御要求にリストア指令が含まれるか否かを検出し、位置登
録指令手段が、判定手段によりリストア指令が検出された場合に位置登録処理を行うこと
が好適である。これにより、位置登録処理の要否を的確に判断することができる。
【００１３】
　また、本発明の呼制御システムにおいては、基幹加入者情報は、位置登録処理において
複数の加入者情報の中で最初に位置登録が行われる加入者情報であり、位置登録指令手段
は、基幹加入者情報の位置登録処理を最初に行うことが好適である。これにより、加入者
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情報間の位置登録情報の不一致を解消する際に、位置登録処理が最初に行われ着信端末の
実際の在圏に合っている可能性が高い基幹加入者情報の位置登録情報に他の加入者情報の
ものが統一されるため、着信不能の状態からの復旧処理の信頼性を高めることができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る呼制御システム及び呼制御方法によれば、複数の加入者情報を利用可能な
通信端末において、加入者情報ごとの位置登録情報に不一致が発生した場合に、着信不能
の状態から速やかに復旧することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施形態に係る呼制御システムの全体構成を示す図である。
【図２】複数のサービスプロファイルの在圏不一致が生じる状況の一例を示す図である。
【図３】図１中のＨＳＳ＃Ｂの機能構成を示す図である。
【図４】ＨＳＳ＃Ｂのハードウェア構成を示す図である。
【図５】着ＡＳの機能構成を示す図である。
【図６】着ＭＳＣの機能構成を示す図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る呼制御システムの動作を示すシーケンス図である。
【図８】本発明の一実施形態に係る呼制御システムの動作を示すシーケンス図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態を詳細に説明する。なお、図面の説明にお
いて同一又は同等の要素には同一の符号を付し、重複する説明を省略する。
【００１７】
　まず、図１～６を用いて、本発明の一実施形態に係る呼制御システム１の機能及び構成
を説明する。図１は、呼制御システム１の全体構成を示す図である。図２は、複数のサー
ビスプロファイルの在圏不一致が生じる状況の一例を示す図である。図３は、図１中のＨ
ＳＳ＃Ｂ２０ｂの機能構成を示す図である。図４は、ＨＳＳ＃Ｂ２０ｂのハードウェア構
成を示す図である。図５は、着ＡＳ３０の機能構成を示す図である。図６は、着ＭＳＣ５
０の機能構成を示す図である。
【００１８】
　呼制御システム１は、発信端末ＭＳと着信端末ＭＲとの間の呼の制御（確立や切断など
）を実行するネットワークシステムであり、移動体通信に関する移動通信システムの一部
である。呼制御システム１は、発信端末ＭＳが在圏する発側アクセスネットワークＮＳと
、着信端末ＭＲが在圏する着側アクセスネットワークＮＲと、これら二つのアクセスネッ
トワークをつなぐコアネットワークＮＣとを備えている。
【００１９】
　コアネットワークＮＣは、ＩＭＳネットワークであり、ＩＭＳネットワークＮＣは、発
ＣＳＣＦ（発側呼制御装置）１０、ＨＳＳ＃Ａ（加入者情報管理装置）２０ａ、ＨＳＳ＃
Ｂ（加入者情報管理装置）２０ｂ、着ＡＳ（サービス制御装置）３０、着ＣＳＣＦ（着側
呼制御装置）４０を含んで構成されている。
【００２０】
　発側アクセスネットワークＮＳ及び着側アクセスネットワークＮＲは、本実施形態では
３Ｇ－ＣＳネットワークであり、それぞれ発ＭＳＣ（図示せず）、着ＭＳＣ（通信制御装
置）５０を含んで構成されている。
【００２１】
　本実施形態では、着信端末ＭＲは、２つの電話番号＃Ａ，＃Ｂを利用可能に設定されて
いる、いわゆる２ｉｎ１サービスに対応する端末であり、着信端末ＭＲの加入者は、電話
番号ごとに２つのサービスプロファイルＡ，Ｂを呼制御システム１に登録している。サー
ビスプロファイルＡ，Ｂは、電話番号＃Ａ，＃Ｂに応じたサービス情報を含むデータであ
り、それぞれＨＳＳ＃Ａ２０ａ及びＨＳＳ＃Ｂ２０ｂにマスタが保持され、着信端末ＭＲ
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の在圏に応じて着信端末ＭＲと現在通信可能な着ＡＳ３０、着ＣＳＣＦ４０、着ＭＳＣ５
０にダウンロードされて、加入者に提供可能なサービスの判定に用いられる。
【００２２】
　そして、特に本実施形態は、加入者のサービスプロファイルＢが、位置登録処理の失敗
など何らかの理由により、実際に着信端末ＭＲと現在通信可能な着ＡＳ３０、着ＣＳＣＦ
４０、着ＭＳＣ５０のいずれかに保持されず、電話番号＃Ｂへの着信が不可能となった状
態における復旧処理について説明するものである。
【００２３】
　ここで、このようにサービスプロファイルＢが着信端末ＭＲの実際の在圏エリアと不一
致となるケースとしては、例えば図２に示す例が考えられる。図２（ａ）に示すように、
ＭＳＣ＃１（５０－１）の在圏エリアにある着信端末ＭＲが、他のＭＳＣ＃２（５０－２
）の在圏エリアに移動した場合、まずはじめに、図２（ｂ）に示すように、電話番号＃Ａ
に対応付けられたサービスプロファイルＡの位置登録処理（ＳＩＰ＿ＲＥＧＩＳＴＥＲ（
＃Ａ））が行われ、ＭＳＣ＃２（５０－２）にサービスプロファイルＡがダウンロードさ
れると共に、ＨＳＳ＃Ａ２０ａに保持されるサービスプロファイルＡに関する位置登録情
報が更新される。
【００２４】
　次いで、図２（ｃ）に示すように、電話番号＃Ｂに対応付けられたサービスプロファイ
ルＢの位置登録処理（ＳＩＰ＿ＲＥＧＩＳＴＥＲ（＃Ｂ））が行われ、この処理が失敗し
た場合には、ＭＳＣ＃２（５０－２）にサービスプロファイルＢはダウンロードされず、
移動前のＭＳＣ＃１（５０－１）に残ったままとなり、また、ＨＳＳ＃Ｂ２０ｂに保持さ
れるサービスプロファイルＢに関する位置登録情報も更新されない。図２（ｃ）の例では
、着信端末ＭＲが、実際とは異なるＭＳＣ＃１（５０－１）に在圏しているものとしてサ
ービスプロファイルＢの位置登録情報が保持されてしまう。このような状態では、電話番
号＃Ｂに着信があってもＭＳＣ＃１（５０－１）に呼接続要求が送信されるため、呼制御
システム１は、ＨＳＳ＃Ｂ２０ｂを参照しても、着番号＃Ｂの着信端末ＭＲが実際にどの
ＭＳＣの在圏エリアにあるのかを認識することができず、電話番号＃Ｂによる着信端末Ｍ
Ｒへの呼接続が不可能となってしまう。本実施形態に係る呼制御システム１は、このよう
な着信不能な状況からでも呼接続可能となるように復旧することができる。
【００２５】
　以下、呼制御システム１を構成する各要素について説明する。
【００２６】
　発ＣＳＣＦ１０は、発信端末ＭＳと着信端末ＭＲとを通信接続するために呼制御を実行
する呼制御装置である。発ＣＳＣＦ１０は、発信端末ＭＳから送信され、発側アクセスネ
ットワークＮＳとコアネットワークＮＣとを接続する発ＭＳＣ（図示せず）を経由して伝
送されてきたＩＮＶＩＴＥメッセージを受信し、その信号から着信端末ＭＲの加入者識別
子（例えばＩＭＳＩ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅ
ｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ：国際モバイル加入者識別番号）やＭＳＩＳＤＮ（Ｍｏｂｉｌｅ　
Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ＩＳＤＮ　Ｎｕｍｂｅｒ：加入者の携帯電話番号））を抽出する
。続いて、発ＣＳＣＦ１０は抽出したユーザ識別子を含むＬＩＲ（Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）メッセージをＨＳＳ＃Ａ２０ａ又はＨＳＳ＃Ｂ
２０ｂに送信し、そのＬＩＲメッセージに応じてＨＳＳ＃Ａ２０ａ又はＨＳＳ＃Ｂ２０ｂ
から送信されたＬＩＡ（Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ａｎｓｗｅｒ）メ
ッセージを取得する。このＬＩＡメッセージは、着信端末ＭＲと通信可能な着ＣＳＣＦア
ドレス、着ＡＳアドレス、着ＭＳＣアドレスを含む信号である。続いて、発ＣＳＣＦ１０
は取得した着ＣＳＣＦアドレスに基づいて、ＩＮＶＩＴＥメッセージをＣＳＣＦ（ここで
は着ＣＳＣＦ４０）に送信する。
【００２７】
　ＨＳＳ＃Ａ２０ａ及びＨＳＳ＃Ｂ２０ｂは、携帯電話機の加入者識別子と、その携帯電
話機の呼制御を実行するＭＳＣ、ＣＳＣＦ及びＡＳをそれぞれ識別するＭＳＣアドレス、
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ＣＳＣＦアドレス、及びＡＳアドレスとが関連付けられたサービスプロファイル（加入者
情報）を記憶するデータベースサーバである。加入者識別子は、携帯電話機の加入者を示
す識別情報であり、ＭＳＣアドレス、ＣＳＣＦアドレス、及びＡＳアドレスは、その携帯
電話機が在圏するエリアに対応付けられ、当該携帯電話機と現在通信可能であるＭＳＣ、
ＣＳＣＦ、及びＡＳを示す装置識別情報である。ＧＷアドレス、ＣＳＣＦアドレス及びＡ
Ｓアドレスは、携帯電話機があるエリアから他のエリアに移動する度に、その携帯電話機
の在圏エリアを示す位置情報に基づいて更新される。なお、サービスプロファイルには、
加入者識別子（この加入者の他のサービスプロファイルのＩＭＳＩも含む）、ＧＷアドレ
ス、ＣＳＣＦアドレス、及びＡＳアドレス以外にも、呼制御を実行するための各種情報（
例えば暗証番号や認証情報など）が含まれるが、他の情報については説明を省略する。
【００２８】
　本実施形態においては、ＨＳＳ＃Ａ２０ａ及びＨＳＳ＃Ｂ２０ｂは、それぞれ電話番号
ＭＳＩＳＤＮ＃Ａ、＃Ｂに対応付けられたサービスプロファイルＡ、Ｂを保持するもので
ある（ＨＳＳ＃Ａ２０ａがサービスプロファイルＡを保持し、ＨＳＳ＃Ｂ２０ｂがサービ
スプロファイルＢを保持する）。そして、呼制御システム１では、電話番号ＭＳＩＳＤＮ
＃Ａが基幹番号として、サービスプロファイルＡが基幹プロファイルとして、当該加入者
又はシステムの選択により予め設定され、これら基幹番号や基幹プロファイルの情報は当
該加入者に関する全てのサービスプロファイルに保持されている。特に本実施形態では、
各ＨＳＳ２０ａ，２０ｂに保持されるサービスプロファイルＡ，Ｂの位置登録情報に不一
致が生じた場合に、基幹プロファイルであるサービスプロファイルＡの位置登録情報を基
準としてリストア処理を行う。サービスプロファイルＡを基幹プロファイルとする理由は
、図２を参照して説明したように、端末が移動して位置登録処理を行う際に、サービスプ
ロファイルＡの位置登録が最初に行われるため、着信端末ＭＲの実際の在圏と異なる可能
性が低く、位置登録が失敗する可能性が低いからである。
【００２９】
　ＨＳＳ＃Ｂ２０ｂは、図３に示すように、サービスプロファイル管理部２１、位置登録
情報照合部（照合手段）２２、アドレス送信部（送信手段）２３、位置登録情報更新部２
４を備えている。
【００３０】
　サービスプロファイル管理部２１は、通信端末の加入者識別子（例えばＭＳＩＳＤＮや
ＩＭＳＩ）と、この通信端末と現在通信可能なＡＳアドレス、ＣＳＣＦアドレス、ＭＳＣ
アドレスを示す位置登録情報とを関連付けられたサービスプロファイルを保持する。サー
ビスプロファイル管理部２１は、通信端末（着信端末ＭＲ）から位置登録要求を受信した
場合、また、本実施形態では後述するように、着ＭＳＣ５０からリストア要求を受信した
場合に、位置登録情報更新部２４によりサービスプロファイルの位置登録情報が更新され
る。
【００３１】
　位置登録情報照合部２２は、発ＣＳＣＦ１０からのＬＩＲの受信に応じて、ＨＳＳ＃Ａ
とのＨＳＳ間通信により、自機２０ｂに保持されるサービスプロファイルＢの位置登録情
報と、ＨＳＳ＃Ａ２０ａに保持されるサービスプロファイルＡの位置登録情報とを照合す
る。具体的には、位置登録情報照合部２２は、ユーザプロファイルＡ，ＢそれぞれのＡＳ
アドレス、ＣＳＣＦアドレス、ＭＳＣアドレスが一致しているか否かを確認する。
【００３２】
　アドレス送信部２３は、着信端末ＭＲと現在通信可能なＡＳアドレス、ＣＳＣＦアドレ
ス、ＭＳＣアドレスの情報を、ＬＩＲに付して発ＣＳＣＦ１０に送信する。本実施形態で
は、位置登録情報照合部２２によりサービスプロファイルＡ、Ｂの位置登録情報（ＡＳア
ドレス、ＣＳＣＦアドレス、ＭＳＣアドレス）に不一致が生じていると判定された場合に
は、アドレス送信部２３は、サービスプロファイルＢに含まれる位置登録情報ではなく、
基幹プロファイルであるサービスプロファイルＡに含まれる位置登録情報をＬＩＡに付加
すると共に、リストア処理が必要なことを示すリストアフラグをＬＩＡに付加して発ＣＳ



(9) JP 2010-233000 A 2010.10.14

10

20

30

40

50

ＣＦ１０に送信する。なお、位置登録情報照合部２２によりサービスプロファイルＡ、Ｂ
間の位置登録情報が一致していると判定された場合には、アドレス送信部２３は、ＬＩＲ
で指定されたサービスプロファイルＢに含まれる位置登録情報を発ＣＳＣＦ１０に送信す
る。
【００３３】
　位置登録情報更新部２４は、着ＡＳ３０から受信した新たなＡＳアドレス、ＣＳＣＦア
ドレス、ＭＳＣアドレスを用いて、サービスプロファイル管理部２１に保持されている位
置登録情報を更新する。
【００３４】
　ＨＳＳ＃Ｂ２０ｂは、図４に示すように、ＣＰＵ２０１と、ＲＯＭやＲＡＭで構成され
る主記憶部２０２と、ハードディスクなどで構成される補助記憶部２０３と、他の通信機
器との間で信号の送受信を行うための通信インタフェース２０４と、操作キーなどで構成
される入力部２０５と、モニタなどで構成される出力部２０６とを備えている。図３に示
す各機能は、ＣＰＵ２０１又は主記憶部２０２上に所定のソフトウェアを読み込ませ、Ｃ
ＰＵ２０１の制御の下で通信インタフェース２０４、入力部２０５及び出力部２０６を動
作させるとともに、主記憶部２０２又は補助記憶部２０３に対してデータの読み出し又は
書き込みを行うことで実現される。なお、ＨＳＳ＃Ａ２０ａのハードウェア構成も図４に
示すＨＳＳ＃Ｂ２０ｂのものと同様であり、ＨＳＳ＃Ａ２０ａの機能がハードウェア上で
どのように実現されるかもＨＳＳ＃Ｂ２０ｂについて説明したことと同様である。
【００３５】
　着ＡＳ３０は、発信端末ＭＳと着信端末ＭＲとの間に適用するサービスを決定するサー
ビス制御装置である。図５に示すように、着ＡＳ３０は、リストアフラグ検出部（リスト
アフラグ検出手段）３１、ＩＭＳＩ抽出部３２、リストア指令付加部（付加手段）３３を
備えている。着ＡＳ３０のハードウェア構成も図４に示すＨＳＳ＃Ｂ２０ｂと同様であり
、着ＡＳ３０の各機能がハードウェア上でどのように実現されるかも、ＨＳＳ＃Ｂ２０ｂ
について説明したことと同様である。
【００３６】
　リストアフラグ検出部３１は、発ＣＳＣＦ１０から送信され、着ＣＳＣＦ４０を介して
受信したＳＩＰ＿ＩＮＶＩＴＥメッセージにリストアフラグが付加されているか否かを確
認する。
【００３７】
　ＩＭＳＩ抽出部３２は、リストアフラグ検出部３１によりリストアフラグが検出された
場合に、ＳＩＰ＿ＩＮＶＩＴＥで指定される着番号ＭＳＩＳＤＮ＃Ｂではなく、基幹番号
ＭＳＩＳＤＮ＃Ａに対応するＩＭＳＩ＃Ａを、サービスプロファイルＡから抽出する。
【００３８】
　リストア指令付加部３３は、ＩＭＳＩ抽出部３２によりサービスプロファイルＡから抽
出したＩＭＳＩ＃Ａを「リストア指令」として、また、併せて着ＡＳアドレスをＳＩＰ＿
ＩＮＶＩＴＥメッセージに付加する。着ＡＳアドレスを付加する理由は、何らかのトラブ
ルにより着ＭＳＣ５０にサービスプロファイルが保持されていない場合にも、着ＭＳＣ５
０がリストア処理を行うＡＳアドレスを認識できるようにするためである。
【００３９】
　着ＣＳＣＦ４０は、発信端末ＭＳと着信端末ＭＲとの呼を確立する呼制御装置である。
着ＣＳＣＦ４０は、所定のエリア単位（例えば都道府県単位）で設置されており、自装置
が管理するエリア（管理エリア）内に在圏する携帯電話機に対する着信処理（呼出処理）
を実行することが可能である。着ＣＳＣＦ４０は、発ＣＳＣＦ１０からＩＮＶＩＴＥメッ
セージを受信すると、自装置の管理エリア内に在圏する着信端末ＭＲを呼び出す。具体的
には、着ＣＳＣＦ４０は受信したＩＮＶＩＴＥメッセージを着ＭＳＣ５０に転送し、着Ｍ
ＳＣ５０を介して着信端末ＭＲを呼び出す。
【００４０】
　なお、発ＣＳＣＦ１０及び着ＣＳＣＦ４０のハードウェア構成は図４に示すＨＳＳ＃Ｂ
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２０ｂと同様であり、発ＣＳＣＦ１０及び着ＣＳＣＦ４０の機能がハードウェア上でどの
ように実現されるかも、ＨＳＳ＃Ｂ２０ｂについて説明したことと同様である。
【００４１】
　着ＭＳＣ５０は、３Ｇ－ＣＳの回線接続を行い、着信端末ＭＲと無線通信を行う通信制
御装置である。図６に示すように、着ＭＳＣ５０は、リストア判定部（判定手段）５１及
びリストア指示部（位置登録指令手段）５２を備えている。
【００４２】
　リストア判定部５１は、着ＣＳＣＦ４０から受信したＳＩＰ＿ＩＮＶＩＴＥメッセージ
がリストアフラグに係るリストア指令を含むか否かを判定する。具体的には、着番号ＭＳ
ＩＳＤＮ＃Ｂとは対応付けられていないＩＭＳＩ＃ＡがＳＩＰ＿ＩＮＶＩＴＥに付加され
ている場合に、リストア指令が含まれていると判定する。
【００４３】
　リストア指示部５２は、リストア判定部５１によりＳＩＰ＿ＩＮＶＩＴＥメッセージに
リストア指令が含まれていると判定された場合に、着ＣＳＣＦ４０、着ＡＳ３０、ＨＳＳ
＃Ａ２０ａ、ＨＳＳ＃Ｂ２０ｂに対してリストア処理を実施する。ここで、リストア処理
は、位置登録情報と同様に、基幹プロファイルであるサービスプロファイルＡのリストア
処理が最初に行われる。リストア処理については図７を参照して後述する。
【００４４】
　なお、着ＭＳＣ５０のハードウェア構成は図４に示すＨＳＳ＃Ｂ２０ｂと同様であり、
着ＭＳＣ５０の各機能がハードウェア上でどのように実現されるかも、ＨＳＳ＃Ｂ２０ｂ
について説明したことと同様である。
【００４５】
　次に、図７及び図８を用いて、図１に示す呼制御システム１の動作を説明すると共に、
本実施形態に係る呼制御方法について説明する。図７及び図８は、呼制御システム１の動
作を示すシーケンス図である。ここでは、着番号ＭＳＩＳＤＮ＃Ａ、＃Ｂをもつ着信端末
ＭＲに対して、発信端末ＭＳが着番号ＭＳＩＳＤＮ＃Ｂを指定して呼接続要求を行った際
、例えば図２（ｃ）のような状態で、着信端末ＭＲのサービスプロファイルＡ，Ｂの間で
位置登録情報が不一致を生じており、着信端末ＭＲが在圏する着側アクセスネットワーク
ＮＲの着ＭＳＣ５０に着番号ＭＳＩＳＤＮ＃Ｂに対応付けられたサービスプロファイルＢ
が保持されていない場合において、リストア処理を行った上で呼接続を行うことを説明す
る。
【００４６】
　図７に示すように、まず、発ＣＳＣＦ１０により、発信端末ＭＳから送信され、発側ア
クセスネットワークＮＳとコアネットワークＮＣとを接続する発ＭＳＣ（図示せず）を経
由して伝送されてきたＩＮＶＩＴＥメッセージが受信され、その信号から着信端末ＭＲへ
の着番号であるＭＳＩＳＤＮ＃Ｂが抽出される（ステップＳ１）。続いて、発ＣＳＣＦ１
０により抽出したＭＳＩＳＤＮ＃Ｂを含むＬＩＲ（Ｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｉｎｆｏｒｍａｔ
ｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）メッセージがＨＳＳ＃Ｂ２０ｂに送信される（ステップＳ２）
。
【００４７】
　ＨＳＳ＃Ｂ２０ｂにおいて、位置登録情報照合部２２により、発ＣＳＣＦ１０からのＬ
ＩＲの受信に応じて、ＨＳＳ＃Ａ２０ａとＨＳＳ間通信が行われ、自機（ＨＳＳ＃Ｂ２０
ｂ）に保持されるサービスプロファイルＢに含まれる位置登録情報（ＡＳアドレス、ＣＳ
ＣＦアドレス、ＭＳＣアドレス）と、ＨＳＳ＃Ａ２０ａに保持されるサービスプロファイ
ルＡに含まれる位置登録情報とが一致しているか否かが照合される（ステップＳ３：照合
ステップ）。位置登録情報照合部２２は、サービスプロファイルＡ、Ｂの位置登録情報に
相違があることを確認した場合には、両者の位置登録情報に不一致が生じていると判定し
て、その旨をアドレス送信部２３に通知する。
【００４８】
　続いて、アドレス送信部２３により、位置登録情報に不一致が生じているという位置登
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録情報照合部２２の判定結果に応じて、サービスプロファイルＢに含まれる位置登録情報
（ＡＳアドレス、ＣＳＣＦアドレス、ＭＳＣアドレス）の代わりに、基幹プロファイルで
あるサービスプロファイルＡに含まれる位置登録情報がＬＩＡに付加されると共に、リス
トア処理が必要なことを示すリストアフラグがＬＩＡに付加されて発ＣＳＣＦ１０に送信
される（ステップＳ４：送信ステップ）。
【００４９】
　次に、発ＣＳＣＦ１０により、ＬＩＡで取得した基幹サービスプロファイルＡの位置登
録情報に基づいて、リストアフラグを付加したＳＩＰ＿ＩＮＶＩＴＥメッセージが着ＣＳ
ＣＦ４０に送信され、着ＣＳＣＦ４０から着ＡＳ３０に転送される（ステップＳ５）。
【００５０】
　なお、基幹番号であるＭＳＩＳＤＮ＃Ａに対する着信の場合には、ＬＩＲメッセージが
ＨＳＳ＃Ａ２０ａに送信され、上記ステップＳ３～Ｓ５は実行されずに従来のとおり、着
番号ＭＳＩＳＤＮ＃Ａに対応する位置登録情報がＬＩＡに付加されて発ＣＳＣＦ１０に送
信される。また、上記ステップＳ３においてサービスプロファイルの間で位置登録情報が
一致している場合にも、従来どおり、着番号ＭＳＩＳＤＮ＃Ｂに対応する位置登録情報が
ＬＩＡに付加されて発ＣＳＣＦ１０に送信される。
【００５１】
　次に、着ＡＳ３０において、リストアフラグ検出部３１により、発ＣＳＣＦ１０から送
信され、着ＣＳＣＦ４０を介して受信されたＳＩＰ＿ＩＮＶＩＴＥメッセージに、リスト
アフラグが付加されているか否かが確認される（ステップＳ６）。リストアフラグ検出部
３１によりリストアフラグが検出された場合、ＩＭＳＩ抽出部３２により、ＳＩＰ＿ＩＮ
ＶＩＴＥで指定される着番号ＭＳＩＳＤＮ＃Ｂではなく、基幹番号ＭＳＩＳＤＮ＃Ａに対
応するＩＭＳＩ＃Ａが、サービスプロファイルＡから抽出される（ステップＳ７）。そし
て、リストア指令付加部３３により、ＩＭＳＩ抽出部３２が抽出したＩＭＳＩ＃Ａが「リ
ストア指令」として、また、併せて着ＡＳアドレスが、ＳＩＰ＿ＩＮＶＩＴＥメッセージ
に付加される（ステップＳ８）。
【００５２】
　次に、ＳＩＰ＿ＩＮＶＩＴＥメッセージが着ＡＳ３０から着ＣＳＣＦ４０を介して着Ｍ
ＳＣ５０に送信される（ステップＳ９）。着ＭＳＣ５０において、リストア判定部５１に
より、着ＣＳＣＦ４０から受信したＳＩＰ＿ＩＮＶＩＴＥメッセージにリストア指令が含
まれているか否かが判定される（ステップＳ１０：判定ステップ）。具体的には、リスト
ア判定部５１は、着番号ＭＳＩＳＤＮ＃Ｂとは対応付けられていないＩＭＳＩ＃ＡがＳＩ
Ｐ＿ＩＮＶＩＴＥに付加されている場合に、リストア指令が含まれていると判定する。
【００５３】
　そして、リストア判定部５１によりＳＩＰ＿ＩＮＶＩＴＥメッセージにリストア指令が
含まれていると判定された場合には、リストア指示部５２により、着ＣＳＣＦ４０、着Ａ
Ｓ３０、ＨＳＳ＃Ａ２０ａ、ＨＳＳ＃Ｂ２０ｂに対して、以下のステップＳ１１～Ｓ２４
のリストア処理（位置登録ステップ）が実施される。
【００５４】
　図８に示すように、リストア指示部５２により、まずサービスプロファイルＡのリスト
ア処理が開始される（ステップＳ１１）。着ＭＳＣ５０より、着ＡＳアドレスが付加され
たＳＩＰ＿ＲＥＳＩＳＴＥＲメッセージが着ＣＳＣＦ４０に送信され（ステップＳ１２）
、さらに着ＣＳＣＦからアドレス指定された着ＡＳ３０にＳＩＰ＿ＲＥＳＩＳＴＥＲメッ
セージが送信される（ステップＳ１３）。そして、着ＡＳ３０よりＨＳＳ＃Ａ２０ａにＵ
ＡＲ（Ｕｓｅｒ　Ａｕｔｈｏｒｉｚａｔｉｏｎ　Ｒｅｑｕｅｓｔ：ユーザ許可要求）メッ
セージが送信される（ステップＳ１４）。
【００５５】
　次に、ＨＳＳ＃Ａ２０ａにおいてサービスプロファイルＡの位置登録情報が更新され（
ステップＳ１５）、サービスプロファイルＡがＵＡＡ（Ｕｓｅｒ　Ａｕｔｈｏｒｉｚａｔ
ｉｏｎ　Ａｎｓｗｅｒ：ユーザ許可応答）メッセージに付加されて着ＡＳ３０に送信され
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る（ステップＳ１６）。そして、着ＡＳ３０で受信されたサービスプロファイルＡが、着
ＡＳ３０に保持されると共に、ＳＩＰ＿２００＿ＯＫメッセージに付加されて着ＣＳＣＦ
４０及び着ＭＳＣ５０に送付される（ステップＳ１７）。
【００５６】
　続いて、サービスプロファイルＢのリストア処理が開始される（ステップＳ１８）。着
ＭＳＣ５０より、サービスプロファイルＡから抽出されたＩＭＳＩ＃Ｂと、着ＡＳアドレ
スとが付加されたＳＩＰ＿ＲＥＳＩＳＴＥＲメッセージが着ＣＳＣＦ４０に送信され（ス
テップＳ１９）、さらに着ＣＳＣＦからアドレス指定された着ＡＳ３０にＳＩＰ＿ＲＥＳ
ＩＳＴＥＲメッセージが送信される（ステップＳ２０）。そして、着ＡＳ３０よりＨＳＳ
＃Ａ２０ｂにＵＡＲメッセージが送信される（ステップＳ２１）。
【００５７】
　次に、ＨＳＳ＃Ａ２０ｂにおいてサービスプロファイルＢの位置登録情報が更新され（
ステップＳ２２）、サービスプロファイルＢがＵＡＡメッセージに付加されて着ＡＳ３０
に送信される（ステップＳ２３）。
【００５８】
　そして、着ＡＳ３０で受信されたサービスプロファイルＢが、着ＡＳ３０に保持される
と共に、ＳＩＰ＿２００＿ＯＫメッセージに付加されて着ＣＳＣＦ４０及び着ＭＳＣ５０
に送付され（ステップＳ２４）、着番号ＭＳＩＳＤＮ＃Ｂによる着信端末ＭＲへの呼接続
が確立される（ステップＳ２５）。
【００５９】
　以上説明したように、本実施形態に係る呼制御システム１及びこの呼制御システム１に
おける呼制御方法によれば、複数のサービスプロファイルを利用可能な着信端末ＭＲにお
いて、サービスプロファイルの間で当該着信端末ＭＲと通信可能な着ＡＳ３０、着ＣＳＣ
Ｆ４０、着ＭＳＣ５０のアドレスからなる位置登録情報に不一致が生じた場合に、呼接続
要求で指定されたサービスプロファイルＢに含まれる位置登録情報の代わりに、基幹プロ
ファイルであるサービスプロファイルＡに含まれる位置登録情報が発ＣＳＣＦ１０に提供
される。そして、このサービスプロファイルＡの位置登録情報に基づいて発ＣＳＣＦ１０
から着ＣＳＣＦ４０を介して着ＭＳＣ５０に送信された呼制御要求がリストアフラグに係
るものである場合に、着信端末ＭＲが利用可能な複数のサービスプロファイルＡ，Ｂのそ
れぞれについて位置登録処理が行われる。これにより、着信端末ＭＲが利用可能な複数の
サービスプロファイルＡ，Ｂの位置登録情報が、基幹プロファイルであるサービスプロフ
ァイルＡのものに統一されて不一致状態が解消されるため、着信不能の状態から速やかに
復旧することが可能となる。
【００６０】
　以上、本発明に係る呼制御システム及び呼制御方法について好適な実施形態を挙げて説
明したが、本発明は上記実施形態に限られるものではない。例えば、上記実施形態では、
発側アクセスネットワークＮＳ及び着側アクセスネットワークＮＲを３Ｇ－ＣＳネットワ
ークとし、通信端末と無線通信を行う通信制御装置としてＭＳＣを例示したが、本発明は
、発側アクセスネットワークＮＳ及び着側アクセスネットワークＮＲを３Ｇ－ＣＳ以外の
方式としても適用可能である。例えば、発側アクセスネットワークＮＳ及び着側アクセス
ネットワークＮＲを３Ｇ－ＰＳネットワークとして、通信制御装置にＧＧＳＮ（Ｇａｔｅ
ｗａｙ　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）及びＳＧＳＮ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲ
Ｓ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）を用いてもよいし、発側アクセスネットワークＮＳ及び
着側アクセスネットワークＮＲをＷＬＡＮネットワークとして、通信制御装置にＰＤＧ（
Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｇａｔｅｗａｙ）を用いてもよいし、または発側アクセスネッ
トワークＮＳ及び着側アクセスネットワークＮＲをＳ３Ｇネットワークとして、通信制御
装置にＰＤＮ（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｄａｔａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）ゲートウェイ、サービングゲ
ートェイ、及びＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）を用
いてもよい。
【００６１】
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　また、上記実施形態では、１台で２つの電話番号を利用可能に設定されている、いわゆ
る２ｉｎ１サービスに対応する通信端末を着信端末ＭＲとして例示して説明したが、本発
明は、Ｎ台の通信端末でＭ個の電話番号を管理するケース（いわゆるＭｉｎＮサービス）
にも適用可能である。
【００６２】
　また、上記実施形態では、電話番号＃Ａ，＃Ｂごとに個別のサービスプロファイルＡ，
Ｂを呼制御システム１に登録する場合について説明したが、本発明は、例えばアクセスネ
ットワークがＷＬＡＮ又は３Ｇ－ＣＳの場合にそれぞれ個別のサービスを使い分けるよう
に、１つの電話番号で複数のサービスプロファイルを登録し、アクセスネットワークの種
別単位でサービスプロファイルを管理するケースにも適用可能である。
【００６３】
　また、位置登録情報照合部２２及びアドレス送信部２３は、ＨＳＳ＃Ｂ２０ｂの外部（
例えば別のサーバ）に設けられてもよく、リストアフラグ検出部３１、ＩＭＳＩ抽出部３
２及びリストア指令付加部３３は、着ＡＳ３０の外部（例えば別のサーバ）に設けられて
もよく、また、リストア判定部５１及びリストア指示部５２は、着ＭＳＣ５０の外部（例
えば別のサーバ）に設けられてもよい。
【００６４】
　また、上記実施形態では、基幹番号であるＭＳＩＳＤＮ＃Ａに対する着信の場合には、
サービスプロファイルの間で位置登録情報の照合を行わないこととしていたが、位置登録
情報の照合を行ってもよい。この場合、位置登録情報に不一致が生じている場合には、基
幹プロファイルＡ（すなわち着番号ＭＳＩＳＤＮ＃Ａに対応するプロファイル）に含まれ
る位置登録情報がＬＩＡに付加して発ＣＳＣＦ１０に送信されることになる。
【符号の説明】
【００６５】
　１…呼制御システム、１０…発ＣＳＣＦ（発側呼制御装置）、２０ａ、２０ｂ…ＨＳＳ
（加入者情報管理装置）、２２…位置登録情報照合部（照合手段）、２３…アドレス送信
部（送信手段）、３０…着ＡＳ（サービス制御装置）、３１…リストアフラグ検出部（リ
ストアフラグ検出手段）、３３…リストア指令付加部（付加手段）、４０…着ＣＳＣＦ（
着側呼制御装置）、５０…着ＭＳＣ（通信制御装置）、５１…リストア判定部（判定手段
）、５２…リストア指示部（位置登録指令手段）、ＭＲ…着信端末、ＭＳ…発信端末。
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